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空間の理論研究会
はしかずき
グレコ会を母体とする空間の理論研究会発行の 『理論地理学ノート 7号jは，多次元尺度構成法
Multidimensional Scalingを用いた認知地図研究の特集号である．個々の論文はそれぞれ完結したものと
なっているが，全体を通しての研究目的は次のとおりである．
「地表上に生起する人文現象の多くは，究極的には，人間が頭の中に描〈地図，すなわち認知地図に基づ
く空間的行動の結果である．したがって，認知地図研究は，心理学者のみならず，あらゆる人文地理学者
が関心を抱〈分野である．認知地図は，従来，手描き地図の形で表現されることが多かったが，そのまま
では客観的な相互比較が困難であった．本研究では，この問題を克服するために，多次元尺度構成法（MDS)
を援用する．このことによって，地点聞の認知距離から被験者の認知地図を客観的に復元し，上む較するこ
とが可能となるのである．本研究では，独特の都市構造をもっ4都市（札幌，新潟，東京，長崎）をとり
あげ，そこに住む住民の認知地図の特性分析を行なうことにする．具体的には，大学生といった同質的集
団の認知地図形成がいかなる都市構造の構成要素によって規定されているかを明らかにすることを目的と
する．」
目的にみあった研究結果がえられたかどうかは甚だ心許ないが，ともかくも活字にして公表することが
できたのは，次の方々の協力によるところが犬である．記して感謝する次第です（以下，順不同・敬称略）．
岩崎一孝（北海道大学文学部），寺谷亮司（北海道大学文学部），櫛谷圭司（新潟大学教養部），青山宏夫（新
潟大学人文学部），須田芳彦（東京都立大学大学院），西原純（長崎大学教育学部），松岡数充（長崎大学
教養部）．ただし，長崎の調査結果は本号に公表が間にあわなかったため，別の形で発表したいと考えてい
る．
なお，母体であるグレコ会のこの1年聞の研究発表活動は下記のとおりである．
1989年11月10日（奈良）
山野正彦 （大阪市立大学）
fl920・30年代ドイツ地理学における新地理学運動j
1990年4月4目 （都立大学）
米地文夫（東北大学）
『地形は空間をどう占めているか一地理学の中に地形学を位置づけるための少々刺激的な議論－.I
安藤清（成田北高校）
『イギリス及びアメリカにおける地理教育の動向についてj
本研究の公表に際しては，昭和63－平成元年度文部省科学研究費 一般研究（C）「多次元尺度構成法
(MDS）による認知地図研究J（課題番号 63580190 研究代表者 東京都立大学理学部助教授杉浦芳夫）
の研究経費（昭和63年度1.700千円，平成元年度800千円）の一部を使用した．
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